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拝
啓
、

　

江
東
西
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
へ

　

残
暑
の
折
、
広
報
誌
を
通
じ
て
皆
様

に
暑
気
払
い
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
常
日
頃
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
江

東
西
法
人
会
の
活
動
に
ご
協
力
、
ご
支

援
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

江
東
西
税
務
署
で
は
今
年
も
７
月
に

異
動
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し
く
赴
任

さ
れ
ま
し
た
佐
々
木
署
長
は
じ
め
幹
部

の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
ご
指
導
ご
鞭
撻
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
テ
ー
マ
と
い
た
し

ま
し
て
、
会
員
の
増
強
に
重
点
を
お
い

て
お
り
ま
す
。
法
人
会
は
、
税
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
情
報
を
提
供
す
る
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
の
企
業
の
皆
様

に
と
っ
て
の
有
益
な
交
流
の
場
で
あ
り
、

お
互
い
の
発
展
に
寄
与
す
る
存
在
で
あ

る
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
よ
り

多
く
の
優
れ
た
企
業
が
参
加
し
、
私
た

ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
若
い
世
代
の
ビ
ジ
ネ
ス

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
次
世

代
を
担
う
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
、
江

東
西
法
人
会
の
未
来
の
発
展
を
見
据
え

て
い
き
ま
す
。
会
員
数
増
加
の
た
め
に

は
、
皆
様
方
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

私
た
ち
は
共
に
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
し
、
未
来
へ
の
道
を
切
り
拓
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
会
員
数
増
加
に
向

け
た
取
り
組
み
や
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の

ご
案
内
を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、
ご
参
加
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
会
は
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協

力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要

望
を
大
切
に
受
け
止
め
、
今
後
も
よ
り

良
い
法
人
会
の
運
営
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
熱
い
夏
が

過
ぎ
去
り
、
新
た
な
季
節
が
訪
れ
る
頃

に
は
、
江
東
西
法
人
会
が
一
層
活
気
づ

き
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
よ
り
充
実

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
を
享
受
で
き
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

公
益
社
団
法
人 

江
東
西
法
人
会 

会
長

笹
本 

英
之

令
和
６
年 

処
暑
の
候
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町　　名 支部 支部長 ブロック ブロック長 町　　名 支部 支部長 ブロック ブロック長

佐　賀
1

河野幸雄
1 田中伸一

木　場 21 小泉駿一

6 宇佐美 悟福　住 深　川 24 小川達則

永　代 2 冬　木 25 宇佐美悟

門前仲町 4 小倉太郎

富　岡 6 石井紀男

2 石井紀男

平　野 26 平野孝夫

7 岩瀬晴彦牡　丹 8 永野雅子 三　好 27 鈴木輝男

古石場
9 片山進一

白　河 28 岡　清敬

越中島

清　澄 29 大野時弘

8 大野時弘新木場１ 10 尾花榮一

3 飯島隆治

常　盤 30 山本正和

新木場２ 11 細田悌治 新大橋 31 大塚晶彦

新木場３・４
12 松本重宣

若　洲 森下１～３
32 永井康栄

9 永井康栄高　橋

東陽１～ 4 13 及川寿彦
4 名倉英樹

森下４・５ 34 菊谷茂夫

東陽５～７ 16 服部浩一郎

扇　橋 35 須澤多津雄

10 田口賢治

枝　川

17 徳川恵子

5 大山基旭

千　石
36 岩本眞吾

塩　浜 石　島

潮　見 千　田
37 浅野静雄

青　海
19 渡辺哲三

海　辺

豊　洲

東　雲

20 大山基旭

猿　江 38 鈴木浅男

11 松川國秋有　明 住　吉 39 久保昌昭

辰　巳 毛　利 40 真山明夫

令和 6 年度  委員会一覧表
委員会名 委員長 主な担当行事 委員会名 委員長 主な担当行事

総　務 及川寿彦 副会長
総会、新年賀詞交歓会・
新春講演会 等

事業研修 竹口友章 副会長
新設・決算法人説明会、
秋季研修会 等

税　制 中山高徳 副会長
税制研修会、税制改正
提言 等

広　報 横井太郎 副会長
広報紙『ほうじん深川』・
ホームページ編集企画 等

公益事業 駒野智久 副会長
区民まつり・桜まつり
税金クイズ、老人施設
の慰問 等

組　織 名倉英樹 副会長
会員勧奨、部会・ブロック・
支部各事業 等

厚　生 真山明夫 副会長
健康講演会、歩く会、
会員福利厚生事業 等 会館修繕 田口賢治 副会長 法人会館修繕

令和６年　ブロック・支部編成
※支部の都合で、3、5、7、14、15、22、33 支部は欠番



法
人
課
税
第
２
部
門

統
括
官

折お
り
目め

　
和か
ず
之ゆ
き

出
身
地
：
北
海
道

副
署
長

古こ

澤ざ
わ

　
敏と
し
之ゆ
き

出
身
地
：
千
葉
県

法
人
課
税
第
１
部
門

審
理
上
席

吉よ
し

川か
わ

　
日ひ

出で

夫お

出
身
地
：
千
葉
県

法
人
課
税
第
１
部
門

統
括
官

惠め
ぐ
み　

和か
ず
日ひ

露ろ

出
身
地
：
熊
本
県

法
人
課
税
第
１
部
門

審
理
調
査
官

熊く
ま
谷が
い

　
知ち

佳か

出
身
地
：
埼
玉
県

法
人
課
税
第
２
部
門

審
理
上
席

清し

水み
ず

　
孝
た
か
し

出
身
地
：
静
岡
県

残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
江
東
西
法
人

会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
江
東
西
税
務
署
長

を
拝
命
し
、
関
東
信
越
国
税
局
藤
岡
税
務
署

か
ら
着
任
い
た
し
ま
し
た
佐
々
木
で
ご
ざ
い

ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
種
説
明
会

や
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
の
開
催
、「
江
東
区
民
ま
つ

り
」
で
の
税
金
ク
イ
ズ
や
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
、
正
し
い
税
知

識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
高
揚
に
ご
尽
力
い

た
だ
く
と
と
も
に
、「
歩
く
会
」
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
貴
会
の
皆
様
の
活
動

は
、
税
務
行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
大
変
心

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

貴
会
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
熱
意
あ
る
活

動
に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
地
域
に
密
着
し
た
事
業
活
動
を

展
開
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
10
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当
署
と
し
ま
し

て
も
、
引
き
続
き
事
業
者
の
方
に
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
登
録
の

要
否
の
検
討
を
含
め
、
適
切
に
制
度
へ
の
対

応
や
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
貴
会
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
周
知
・

広
報
に
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し

ま
し
て
、
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
国
税
庁
で
公
表
し
た
「
税
務

行
政
の
将
来
像
2
0
2
3
」
で
は
、
税
務
行

政
の
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
こ
と
で
、
納
税
者
の
皆

様
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
、
税
務
手
続
の
簡
便

化
だ
け
で
は
な
く
、
正
確
性
の
向
上
や
業
務

の
効
率
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
等
に
も
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
納
税
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
理

解
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
貴
会
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
江
東
西

法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

指
導
担
当
ス
タ
ッ
フ
ご
紹
介

江
東
西
税
務
署
長 

就
任
の
ご
挨
拶

江
東
西
税
務
署
長

佐さ

さ

き
々
木
　
正ま
さ
な
お直

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
国
税
庁
よ
り
参
り
ま

し
た
。
江
東
西
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
税
の
啓
発
・
普
及
活
動
の
積
極
的
な
取
組
み

な
ど
税
務
行
政
へ
の
多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
緒
に

会
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
板
橋
税
務
署
か
ら
参
り

ま
し
た
。
審
理
担
当
は
初
め
て
で
、
至
ら
な
い
点

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
江
東
西
法
人
会
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
木
更
津
税
務
署
か
ら
参

り
ま
し
た
。
江
東
西
法
人
会
に
お
か
れ
て
は
地
域

に
根
差
し
た
活
発
な
活
動
を
な
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
貴
会
の
会
勢
拡
大
に
微
力
な

が
ら
お
役
に
た
て
る
よ
う
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
神
田
税
務
署
か
ら
参
り

ま
し
た
。
江
東
西
税
務
署
で
は
源
泉
所
得
税
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

江
東
西
法
人
会
の
皆
様
の
法
人
会
活
動
に
貢
献

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
千
葉
東
税
務
署
か
ら
参

り
ま
し
た
。
江
東
西
税
務
署
は
初
め
て
赴
任
し
た

思
い
出
深
い
税
務
署
で
す
。
江
東
西
法
人
会
の
事

業
活
動
を
通
じ
て
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
ち
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

江
東
西
税
務
署
勤
務
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
昨

年
に
引
き
続
き
源
泉
部
会
の
研
修
会
講
師
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
同
様
、
研
修
会
に
お
い
て
は
分
か
り
や
す

い
説
明
を
心
が
け
、
質
問
な
ど
に
は
丁
寧
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
１
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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職　　　名
新 旧

氏名 転入元 氏名 転出先
署 　 　 　 　 　 　 長 佐 々 木　 正　 直 藤岡　署長 平 栗 芳 治 渋谷　国税指導官（法人）

副 署 長 古 澤 敏 之 庁　人事　課長補佐 西 村 　 　 昇 大手町センター　統括管
理官

特別国税調査官（法）指定 清 水 竜 也 板橋 所得　指定特調官 髙 群 征 史 神田　法人内部　副署長

総　 務　 課　 長 吉 川 友 規 葛飾　個人１　統括官 岸 本 章 子 査察　管理課　課長補佐

管 理 運 営 部 門 統 括 官 綿 井 福 代 大和　管運３　統括官 飛 彈 宏 之 江戸川南 管運１　統括官

徴 収 部 門 統 括 官 近　 藤　 佳 奈 子 柏　管運３　統括官 岩 下 善 範 神田　審理専門官（徴収）

個
人
課
税

第 １ 部 門 統 括 官 新　 田　 美 穂 子 浅草　個人１　統括官 肥 後 寿 久 市川 個人　特官

第 ２ 部 門 統 括 官 塩 崎 洋 二 麹町　個人２　統括官 加 藤 香 苗 柏 個人２ 統括官　

第 ３ 部 門 統 括 官 合 原 徹 也 （留任） 合 原 徹 也 （留任）

総 括 上 席 土 橋 悠 太 （留任） 土 橋 悠 太 （留任）

資
産
課
税

第 １ 部 門 統 括 官 片 岡 信 一 江東東　資産　統括官 深 川 賢 一 西新井 資産 統括官

第 ２ 部 門 統 括 官 廣 重 和 美 板橋　資産１　上席 ー ー

総 括 上 席 上 野 尚 文 大手町センター　管理官 ー ー

特
官（
法
人
）

特別国税調査官（法） 山 崎 幸 弘 千葉東　法人１　統括官 青 木 崇 匡 千葉南 法人　指定特調官

特別国税調査官（法） 久 保 田　 一　 弘 （留任） 久保田　 一　弘 （留任）

連 絡 調 整 官 山 口  　 登 （留任） 山 口 　 　 登 （留任）

法
人
課
税

第 １ 部 門 統 括 官 惠　　　 和日露 木更津　法人１　統括官 水 野 　 　 聡 渋谷 法人 特官

第 ２ 部 門 統 括 官 折 目 和 之 神田　法人４　統括官 伊 加 田  由 美 子 市川 法人２　統括官

第 ３ 部 門 統 括 官 森 下 好 博 （留任） 森 下 好 博 （留任）

第 ４ 部 門 統 括 官 徳 田 　 　 功 （留任） 徳 田 　 　 功 （留任）

第 ５ 部 門 統 括 官 高 橋 克 美 調査三　28部門　主査 富 山 浩 幸 麻布 法人９ 統括官

連 絡 調 整 官 高 野 雄 人 鶴見　法人1　総括上席 久 田 治 伸 査 査察26 主査

総
務
課

総 務 課 長 補 佐 石　 谷　 由 紀 子 総務 情シス ２係長 濱 垣 宏 司 武蔵府中 法人 連調官

総 務 係 長 池 田 康 平 調一　外法3　調査官 五 十 嵐　 研　 一 麻布 法人 特官付上席

会 計 係 長 平 井 直 樹 武蔵野　総務　会計係長 辻 田 紳 吾 調一 国際管理課 調査官

法
人
課
税

法 人 審 理 担 当 吉　 川　 日 出 夫 千葉東　法人　審専官 佐 々 木　 貞　 夫 成田　法人１　上席

法 人 審 理 担 当 熊 谷 知 佳 板橋　法人６　調査官 干 場 勇 輔 総務　企画課　

源 泉 審 理 担 当 清 水 　 　 孝 （留任） 清 水 　 　 孝 （留任）

江東西税務署　令和6 年 人事異動
令和６年 7月 10 日付で、下表のとおり法人会に関係する職員の人事異動がありました。

これからもよろしくお願いいたします。
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－都税についてのお知らせ－

 

令和 6 年 9 月２日（月曜日）までにお納めください。
納税には、スマートフォン決済アプリをご利用いただけるほか、地方税お支払サイトからクレジット

カードでも納付できます。また、口座振替や金融機関・郵便局のペイジー対応のインターネットバンキ
ング、モバイルバンキング、ＡＴＭでも納税できますので、ぜひご利用ください。

 

2024.No.323

7



深 川 消 防 署 からのお知 らせ

予防課 防火管理係 ０３－３６４２－０１１９

日頃から体を動かし、暑さに身体を慣らしていく

に注意！ 熱中症の対策とポイント

高温・多湿・直射日光を避ける

水分補給は計画的、かつ、こまめにする

運動時などは計画的な休憩をする

迷ったら、、、
東京消防庁救急相談センターへ

 救急車がひっぱくしています！

2024.No.323
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東京湾岸警察署・深川消防署からのお願い

６６月月６６日日（（木木））午午後後００時時１１８８分分頃頃

大大田田区区内内のの私私道道ににおおいいてて、、歩歩行行
者者がが大大型型トトレレーーララーーににひひかかれれ、、
７７００歳歳代代のの女女性性がが亡亡くくななりりまましし
たた。。

※概要図は、事故当事者の実際の責任や過失の
軽重を表したものではありません。

●● 交交差差点点をを右右折折・・左左折折すするる際際はは、、周周囲囲のの安安全全ををししっっかかりり
確確認認すするるととととももにに、、歩歩行行者者やや自自転転車車のの動動ききにに、、
ちちょょっっととししたた注注意意をを払払ううここととでで、、未未然然にに事事故故をを防防ぐぐ
ここととががででききまますす。。
●● 交交差差点点でではは、、歩歩行行者者やや自自転転車車等等ががいいるるももののとと考考ええ、、
確確実実なな安安全全確確認認をを行行いいままししょょうう!!!!

● 歩歩行行者者がが横横断断ししよよううととししてていいたたらら、、必必ずず停停止止しし、、おお互互いいににアアイイココ
ンンタタククトトををととりり、、歩歩行行者者をを先先にに渡渡ららせせててああげげままししょょうう!!!!

死
角
に
要
注
意

ミミララーーででのの確確認認だだけけででななくく、、直直接接見見てて確確認認すするるよよ
ううににしし、、助助手手席席にに人人ががいいるる場場合合はは協協力力ししてて死死角角のの
確確認認をを行行ううよよううににししままししょょうう。。ままたた、、右右折折先先のの道道
路路でではは、、歩歩くくくくららいいののゆゆっっくくりりととししたた速速度度でで進進行行
しし、、横横断断歩歩道道ややそそのの周周辺辺ををよよくくチチェェッッククししてて見見落落

ととししをを防防止止ししままししょょう！

※※ のの部部分分がが死死角角でですす。。

止 ま れ

止 ま れ

すすりり抜抜けけ、、ジジググザザググ運運転転、、無無理理なな追追いい越越ししはは大大変変危危険険でですす。。車車間間距距離離やや
側側方方間間隔隔をを十十分分にに保保ちち、、時時間間ににゆゆととりりをを持持っったた安安全全運運転転にに努努めめまま
ししょょうう

オオーートトババイイがが四四輪輪車車のの死死角角にに入入っってて ししままううとと、、四四
輪輪車車ののドドラライイババーーははオオーートトババイイのの存存在在をを見見落落ととししがが
ちちでですす。。死死角角をを意意識識ししたた運運転転をを！！

頭頭部部をを守守るるヘヘルルメメッットトのの とと、、

胸胸部部・・腹腹部部をを守守るる ををおお願願いいししまますす！！！！

５５月月２２００日日（（月月））午午前前９９時時４４００分分頃頃

品品川川区区内内のの国国道道３３５５７７号号ににおおいいてて、、
二二輪輪車車がが転転倒倒しし、、走走行行ししてていいたたトト
ララッッククににひひかかれれ、、二二輪輪車車をを運運転転ししてて
いいたた男男性性（（４４００歳歳代代））がが亡亡くくななりりまま
ししたた。。

※概要図は、事故当事者の実際の責任や過失の軽重を
表したものではありません。

みみだだりりにに車車線線変変更更ををすするるとと進進路路変変更更禁禁止止違違反反等等とと
ななるるほほかか、、重重大大交交通通事事故故のの原原因因ととななるる大大変変危危険険なな
行行為為でですす。。



歓迎！新規会員　どうぞよろしくお願いします 令和6年5月11日～ 7月10日
（掲載希望のみ）

支部 種別 法人名 所在地 連絡先 業種

19 正 ㈲大四郎 豊洲6-5-1 03-6633-4600 水産仲卸業

20 正 ㈱東京ユナイテッド
バスケットボールクラブ 有明1-1-6 共和物産㈱有明センター内 03-6897-5903 プロスポーツクラブ運営等

従業員を守る特定退職金共済制度

中小企業のためのリスク管理講座

中小企業のためのリスク管理講座●第１回

第
2回

従業員の生活を向上させ、会社を
リスクから守る「福利厚生制度」。
このコーナーでは、法人会に用意
されたさまざまな福利厚生制度を
紹介していきます。（厚生委員会）

退職金の用意は大丈夫ですか？
　従業員が会社を辞めたときに支給される「退
職金」は、法律で義務づけられているわけでは
ありません。退職金制度がなくても違法ではな
いのです。
　しかし、従業員が退職後の生活資金として当
てにしているのは事実です。その内容の充実は
人材募集の優位性を高め、従業員の定着を図る
などのメリットがあり、企業にとっても重要な
施策のひとつとなっています。
　退職金制度を設置したら、労働基準法上、退
職金に関する条項を就業規則やその一部である
退職金規程に定めなければなりません。基本的
に支給金額は勤続年数の長さによって決まるこ
とが多いので、その間に退職金のための資金を
用意しておくことが大切になります。

法人会の特定退職金共済制度とは？
　法人会に用意されている「特定退職金共済制
度（特退共）」とは、従業員のための社外積立
型の退職金制度です。
　事業主が特定退職金共済団体と契約を締結
し、毎月、定額の掛金を納付します。従業員が
退職したときは、加入事業主に代わって特定退
職金共済団体が従業員に退職金を直接支払いま
す。掛金は全額損金に算入でき、従業員の給与
所得にもなりません。
　東京法人会連合会では特退共を大同生命保険
株式会社に委託しています。

　ちなみに特退共に加入すると、事業主に義務
づけられている退職金の保全措置を講じたこと
になり、同法の適法事業所となります（賃金の
支払の確保等に関する法律第５条）。
　同様の制度に勤労者退職金共済機構が事業主
体となる「中小企業退職金共済制度（中退共）」
がありますが、特退共は企業規模に関係なく加
入できるのに対し、中退共は加入できる企業規
模に上限が設定されています。ちなみに特退共
と中退共は重複加入が可能です。
　特退共を利用すれば共済団体が掛金の運用を
行ってくれ、退職金を計画的に準備できるのは
事業主にとっても大きな安心となります。
　いざというときに慌てないためにも法人会の
福利厚生制度を積極的に活用しましょう。東法
連の特定退職金共済会の公式ホームページに詳
しい解説があるほか、申込みについては法人会
事務局までお気軽にお問い合わせください。

公益財団法人 東法連特定退職金共済会
https://www.tohoren-tokutaikyo.or.jp
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10法人会の同封サービス
をご利用ください

江東西法人会では広報誌『ほうじん深川』と一緒に、企業宣伝や営業案内のチラシなどをお送りする便
利でお得な同封サービスを行っております。詳しくは事務局までお問い合わせください。

広報委員長 横井太郎広報委員会より

青連協第５ブロック総会を開催

　６月10日（月）、東法連青連協・第５ブロック総会
が亀戸のアンフェリシオンで開催されました。江東西
企画による結城酒造（株）浦里専務様の講演では、
ご提供いただいた日本酒を楽しみながら聞かせてい
ただきました。酒蔵を受け継いでからのご苦労や努
力などのお話がとても心に響きました。
　また当総会にて、貝瀬顧問が５ブロック長退任とな
ります。１年間お疲れ様でした。

（青年部会副部会長　中森正樹）

日帰り研修会で茨城へ

制度の変化に対応する税務研修会

●法人会事務局 E メール　koto-w@f2.dion.ne.jp

▲結城酒造の浦里専務様に講演をお願いしました

　残暑お見舞い申し上げます。今年の夏はパリオリン
ピック・パラリンピックが開催されました。東京大会
がついこの間のことと思われ、時が過ぎるのは早いも
のです。今年も温暖化の影響か暑い夏が続きますが、
皆様どうぞ熱中症に注意し、お体をご自愛されるよう
お願いいたします。
　「ほうじん深川」では今年度の法人会活動状況や
公益の活動や研修のご案内を幅広くお知らせしていく
予定です。今後もどうぞよろしくお願いいたします。

　江東西法人会ホー
ムページでは入会方
法や行事のお知らせ
などのほか、この「ほ
うじん深川」のバッ
クナンバーも公開し
ております。ぜひご
覧ください。

江東西法人会 公式ホームページのご案内

http://www.kotonishi.jp/

　新緑のうつくしい５月11日（土）、日帰り研修会で
茨城方面へ行ってまいりました。今年は笹本会長と岡
支部長が初めて参加してくださいました。お花を見て、
おいしいランチをいただき、お買い物をして大満足の
一日でした。帰りの車内では恒例の発句会。その中
で好評だった上位二句をご紹介いたします。
　　涼風に　追われて歩く　バラの園
　　田植終え　水面輝く　昼下がり

（女性部会副部会長　中村友子）

▲いばらきフラワーパークで記念撮影

　去る５月22日（水）、江東西税務署３階会議室に
おいて「所得税に関する税制改正について～定額減
税の実務～」と題した研修会を開催しました。今年
度の改正点といえば定額減税です。すでに６月から施
行されておりますが、研修会の際には個別事案に関
する質問が多く見受けられ、関心の高さが伺えました。
　昨年度から立て続けに大きな制度が施行されており
ます。少しでも対応される担当者のお役に立てるよう、
活動してまいります。（源泉部会副部会長　田中一壽）

▲定額減税についての税務研修会
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 8 月 24 日（土） 会員交流会・野球観戦（東京ドーム）
 9 月 2 日  （月） 青年部会役員会（法人会館）
 9 月11 日 （水） 源泉部会税務研修会（江東西税務署）
 9 月12 日 （木） 決算法人説明会（江東西税務署）
 9 月 20 日（金） 理事会・合同役員会（ティアラこうとう）
 9 月 26 日（木） 会員企業向け健康診断（江東区文化センター）
10 月16 日（水） 決算法人説明会（江東西税務署）
10 月17 日（木） 新設法人説明会（江東西税務署）

　

東
京
法
人
会
連
合
会
で
は
福
利
厚
生
制

度
推
進
の
た
め
に
、
優
秀
な
単
位
会
へ
の

表
彰
や
奨
励
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
江
東
西
法
人
会
は
「
大
型
保

障
制
度 

新
規
企
業
数 
目
標
達
成
」
の
上

位
６
単
位
会
に
入
り
、
東
法
連
よ
り
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
利
厚
生
推
進
で
感
謝
状

　源泉部会では年末調整事務担
当者向けの研修会を開催いたしま
す。詳細及び申込用紙は９月中旬
にFAXにてご案内いたします。
　今年から年末調整事務のご担当
となった方、今年度の改正点に関
する研修を受けたい方などにお勧
めです。
　開催日：10 月 23 日（水）
　時　間：14 時 ～ 16 時（予定）
　会　場：ティアラこうとう B1F
　　　　　大会議室
　講　師：江東西税務署職員・
　　　　　江東区役所職員
　お申込みは申込用紙をFAXに
て事務局までお送りください。申
込用紙がない場合は江東西法人
会公式ホームページの「行事予定」
からメールでお申込みください。

年末調整及び法定調書の提出の
仕方等についての研修会
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江東区内には６つの相撲部屋だけでなく、江戸時代から続く
大相撲に関連した史跡やスポットがたくさんあります。その中
から“昭和の大横綱”大鵬の貴重な資料を見学できる深川江
戸資料館と、力士らの墓が数多く残る萬徳院を紹介します。

江東区深川江戸資料館
所在地：江東区白河 1-3-28
電話　：03-3630-8625
ボームページ：
　https://www.kcf.or.jp/fukagawa/
開館時間：

横綱大鵬顕彰コーナー 9:30 ～ 17:00
常設展示室 9:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
小劇場・レクホール　9:00 ～ 22:00

休館日：第 2・4 月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3）、臨時休館
最寄駅：都営大江戸線・東京メトロ半蔵門線
　　　　「清澄白河駅」A3 出口より徒歩約 3 分

実物大の手形。実際
に手を合わせること
ができます

▶︎ 

　
連
載
コ
ラ
ム
　
は
っ
け
よ
い
！
深
川
場
所 

③
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東
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大
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館
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昭
和
を
代
表
す
る
大
横
綱
と
い
え
ば
大
鵬
。

１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
に
初
土
俵
を
踏

ん
で
以
来
、
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）
に

引
退
す
る
ま
で
優
勝
32
回
、
２
度
の
６
連
覇

を
達
成
。
引
退
後
は
大
鵬
部
屋
（
現
・
大
嶽

部
屋
）
を
設
立
し
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
り

ま
し
た
。
永
年
江
東
区
に
住
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、
２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
に
名

誉
区
民
第
一
号
と
な
り
、
２
０
1
３
年
（
平

成
25
年
）
に
没
し
た
後
に
は
国
民
栄
誉
賞
も

受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
大
横
綱
の
足
跡
を
た
ど
る
の
が
、

深
川
江
戸
資
料
館
に
常
設
さ
れ
て
い
る
「
横

綱
大
鵬
顕
彰
コ
ー
ナ
ー
」
で
す
。
館
の
入
口

を
入
る
と
、
す
ぐ
右
手
で
等
身
大
の
大
き
な

写
真
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
年
表
、
化
粧

ま
わ
し
、
優
勝
賜
杯
の
レ
プ
リ
カ
、
手
形
や

サ
イ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
の
品
が
展

示
さ
れ
、
開
館
時
間
内
に
無
料
で
見
学
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
期
間
限
定
で
、
大
鵬
や
相
撲

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
示
や
特
別

展
が
開
催
さ
れ
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

　

深
川
に
は
相
撲
部
屋
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
相
撲
に
関
わ
る
人
物
の
墓
所
が
い
く

つ
も
の
寺
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
江

戸
時
代
か
ら〝
相
撲
寺
〟と
し
て
有
名
な
の
が
、

永
代
２
丁
目
に
あ
る
萬
徳
院
で
す
。
高
野
山

真
言
宗
の
お
寺
で
、
ご
本
尊
は
薬
師
如
来
。

１
６
２
９
年
（
寛
永
６
年
）
に
八
丁
堀
材
木

町
で
創
建
さ
れ
、
１
６
４
３
年
（
寛
永
20
年
）

に
現
在
地
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

墓
地
に
は
年
寄
名
跡
の
伊
勢
ノ
海
・
初
代

か
ら
９
代
ま
で
の
代
々
墓
の
ほ
か
、
同
じ
く

年
寄
名
跡
の
佐
渡
ヶ
嶽
代
々
墓
（
初
代
は
澤

右
衛
門
）、
行
司
の
６
代
式
守
伊
之
助
墓
、
伊

勢
ヶ
濱
代
々
墓
な
ど
、
こ
こ
に
書
き
き
れ
な

い
ほ
ど
の
墓
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
ま
す
。

有
名
人
の
墓
参
り
マ
ニ
ア
に
も
人
気
だ
そ
う

で
す
が
、
い
ず
れ
も
個
人
の
墓
で
す
の
で
参

拝
の
際
は
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

▲ 優勝杯もたくさんあります。これは内閣総理
大臣杯（レプリカ）

▲ 現代的ながら静かな佇まいの萬徳院。墓所
は本堂の裏手にあります

瑠璃光山 萬徳院　るりこうさん まんとくいん
所在地：江東区永代 2-37-23
電話　：03-3641-2867
最寄駅：都営大江戸線・東京メトロ東西線
　　　　「門前仲町駅」3 出口より徒歩約 7 分
文化財：
　伊勢ノ海墓（江東区登録文化財）
　佐渡ケ嶽墓（江東区登録文化財）
　６代目式守伊之助墓（江東区登録文化財）
　３代・四代・六代若松墓（江東区登録文化財）

萬
徳
院

萬
徳
院

ま
ん
と
く
い
ん

ま
ん
と
く
い
ん

▲  昭和 46 年（1971
年）に引退。断髪式
のときに切り落とさ
れた「髷（まげ）」

【
江
東
区
深
川
江
戸
資
料
館
】

大
横
綱
・
大
鵬
の
偉
業
を
偲
ぶ

【
萬
徳
院
】

歴
代
の
年
寄
や
行
司
の
墓
参
り
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